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雇用報酬

GDP

企業の内部留保金
（資本金１０億円以上）

　　　　　年 　　　兆円
1973 18

1990 113
2000 172
2008 242

学校外活動費と算数の平均点
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点

２
０
０
９
年
度

の
源
泉
徴
収
票
を

見
て
が
っ
く
り
。

支
払
い
金
額
が
約

５
０
万
円
減
っ
て

い
た
。
「
緊
急
対
策
」
で
月
１

万
円
減
額
さ
れ
、
６
月
と
１
２

月
の
一
時
金
（
ボ
ー
ナ
ス
）
は

昨
年
度
の
半
分
で
、
あ
わ
せ
て

２
か
月
分
だ
か
ら
支
払
い
金
額

が
減
る
の
は
当
然
か
・
・
・
▼

１
５
年
前
に
購
入
し
た
中
古
住

宅
の
ロ
ー
ン
は
払
え
る
か
、
借

り
た
教
育
資
金
の
ロ
ー
ン
は
ど

う
か
・
・
夫
婦
で
計
算
し
て
は

心
配
し
た
。
何
と
か
払
う
こ
と

は
で
き
た
が
、
余
裕
は
ま
っ
た

く
な
か
っ
た
。
沖
電
気
の
０
８

年
の
平
均
年
収
（
有
価
証
券
報

告
書
・
賞
与
及
び
時
間
外
手
当

を
含
む
）
は
約
６
６
５
万
円
。

誰
が
こ
ん
な
に
も
ら
っ
て
い
る

の
？
と
疑
問
が
出
る
く
ら
い
従

業
員
間
に
も
格
差
が
あ
る
。
ま

し
て
や
役
員
報
酬
の
金
額
は
ど

う
だ
ろ
う
か
▼
日
本
経
済
が
デ

フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
（
物
価
の
下

落
と
景
気
悪
化
が
、
ら
せ
ん
階

段
の
よ
う
に
下
降
し
て
い
く
状

態
）
に
陥
っ
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
抜
け
出
す
た
め
に

は
家
計
を
暖
め
、
私
た
ち
の
フ

ト
コ
ロ
を
豊
か
に
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
い
う
。
確
か
に

給
料
が
上
が
れ
ば
た
ま
に
は
外

食
に
、
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
。

一
時
金
が
増
え
れ
ば
ロ
ー
ン
の

支
払
い
に
も
一
息
つ
け
る
気
が

す
る
。
電
化
製
品
や
大
型
の
家

具
の
購
入
も
考
え
る
か
も
し
れ

な
い
▼
２
０
０
９
年
度
「
緊
急

対
策
」
の
給
料
カ
ッ
ト
が
こ
の

３
月
で
終
わ
る
方
向
だ
が
、
こ

れ
以
上
私
た
ち
の
給
料
に
手
を

つ
け
る
こ
と
は
し
な
い
で
も
ら

い
た
い
。

（
Ｍ
）

２ ０ １ ０ 年 ３ 月 第 ２ ５ ９ 号
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★ 沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】★

会
社
は
だ
れ
の
も
の

企
業
は
社
会
的
責
任
を
果
た

せ=
企
業
と
は
、
①
生
産
を
拡

大
し
、
②
利
益
を
上
げ
て
、
③

雇
用
を
増
や
し
、
④
労
働
者
に

は
十
分
な
賃
金
を
、
株
主
に
は

十
分
な
配
当
を
支
払
っ
て
一
国

経
済
の
基
礎
単
位
で
あ
る
家
計

を
維
持
・
拡
大
し
、
さ
ら
に
⑤

税
金
を
支
払
っ
て
国
家
財
政
を

支
え
、
⑥
地
域
・
社
会
等
に
も

利
益
を
還
元
す
る
と
い
う
、
社

会
的
責
任
を
持
っ
た
存
在
で
あ

る
。

土
筆
（
つ
く
し
）
早
春
に
出
る
ス

ギ
ナ
の

胞
子
茎
。

筆
状
で

淡
褐
色
、

節
に"

は
か
ま"

と
よ
ぶ
葉
が
つ
く
。

油
炒
め
で
食
べ
ら
れ
ま
す
。

業績悪化の責任をとり、給料はいらない。株券も返納します。
会社は社長や役員のものではありません。社員、みなさんのものです。

映画 釣りバカ日誌

鈴木建設：鈴木一之助 氏

社員の
生活優先

月
額
比
較(

円)

（
厚
労
省
資
料
な

ど
か
ら
作
成
）

■雇用報酬（賃金）ダウンで個人消費が伸びず日本は国内総生産（GDP）が停滞

日本は１０年間で雇用報酬がマイナス５．２％、利益は企業が
溜め込み。暮らし・経済を豊にするための鍵は、賃金アップと

ふくらむ
塾費用(月額）などに比例 子どもの成績

子
ど
も
の
教
育
環
境
に
も

親
の
経
済
格
差
が
反
映
←

（
お
茶
の
水
女
子
大
学
調
べ
）

（
経
済
協
力
開
発
機
構
デ
ー
タ
な
ど
）

展
望
な
き
リ
ス
ト
ラ
は

や
る
気
を
削
ぎ
落
と
す

Ｏ
Ｋ
Ｉ
は
９
８
年
か
ら

の
１
２
年
間
で
赤
字
経
営

が
６
回
。
そ
の
度
に
、
事

業
の
海
外
移
転
、
分
社

化
、
人
減
ら
し
、
賃
金

抑
制
な
ど
の
労
務
施
策

が
強
め
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
度
も
１
４
０
億
円

の
固
定
費
削
減
施
策
の
中

で
平
均
８
２
万
円
・
年
間

の
賃
金
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、

生
活
の
悪
化
が
深
化
し
ま

し
た
。

職
場
異
動
も
頻
繁
で
落

ち
着
い
て
仕
事
に
集
中
で

き
な
い
ば
か
り
で
な
く
、

住
居
変
更
も
伴
い
家
族
生

活
で
き
な
い
例
も
発
生
。

人
員
不
足
な
ど
に
よ
る
過

重
労
働
で
心
と
身
体
の
健

康
破
壊
も
深
刻
で
す
。

ま
た
、
正
社
員
か
ら
非

正
社
員
へ
の
置
き
換
え
は
、

労
働
者
全
体
の
労
働
条
件

の
引
き
下
げ
と
雇
用
不
安

増
大
と
な
り
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
も
過
去
は

人
間
重
視
型
経
営

●
賃
金
な
ど
労
働
条
件
を

良
く
し
な
け
れ
ば
優
秀
な

労

働
者

は
集

ま
ら

な
い

（
小
杉
信
光
・
社
長
）

●
技
術
者
は
単
身
赴
任
で

は
良
い
仕
事
は
で
き
な
い

（
橋
本
南
海
男
・
社
長
）

な
ど
過
去
は
従
業
員
の
労

働
環
境
に
配
慮
し
た
会
社

経
営
で
し
た
。

効
率
的
な
経
営
も
、
品

質
や
技
術
力
の
向
上
も
そ

こ
に
”
は
た
ら
く
人
”
が

創
り
出
す
も
の
で
す
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
の
経
営
再
建
は
、

正
規
・
非
正
規
を
問
わ

ず
従
業
員
の
生
活
保
障

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

１
０
春
闘
で
は
、
労
使

が
「
社
会
的
責
任
」
を
自

覚
し
、
労
働
諸
条
件
の
改

善
に
努
め
て
欲
し
い
も
の

で
す
。

■
民
事
再
生
法
生
活
費
＝
倒
産
時
・
経
済
生
活
の
再
生
を
す
る
た
め
の
必
要
費
用
。

■
内
部
留
保
金
＝
企
業
が
利
益
か
ら
税
金
な
ど
引
い
た
残
り
の
溜
め
込
み
。

←生活費には税金、社会
保険料を含む賃金ベースに

補正するために1.18が乗じ

てある。また冬期加算１ヶ

月分なども算入させてある。



２００１年 ２００９年
ビジネスセンタ 1,904 1,024
沼津 373 271
本庄 758 445
富岡 659 132
高崎 798 332
システムセンタ 662 551
研究開発センタ 145 50
本社 1,102 154
八王子　（参考） 1,457 ーー売却
宮崎沖　（参考） 1,417 ーー売却

連結従業員数 25,626 17,415
海外従業員数 5,444 6,015
比率％ 21 35
単独従業員数　 8,217 3,182
比率％ 32 18
国内子会社(連結) ７８（３９） ５５（３７）

海外子会社（連結） ４２（４０） ４４（３８）

グループ労組員 15,690 8,525
　　組織率　 61% 49%

★ なくそう貧困 守ろう生活 変えよう政治 ★ ２ ０ １ ０ 年 ３ 月 ２ ５ ９ 号

２
０
１
２
年
ま
で
の
中
期
計

画

関
連
企
業
の
統
廃
合
に

不
安２

月
１
６
日
に
発
表
さ
れ
た

Ｏ
Ｋ
Ｉ
の
計
画
（
連
結
）
は
、

売
上
高
５
千
億
円
、
営
業
利
益

１
８
０
億
円
、
他
に
●
グ
ル
ー

プ
企
業
業
務
の
共
通
部
門
へ
の

集
中
（
シ
エ
ア
ー
ド
化
）
●
グ

ル
ー
プ
企
業
の
会
社
数
の
６
０

％
削
減
（
約
１
０
０
↓
約
４
０

へ
）
、
連
結
子
会
社
数
の
５
０

％
削
減
（
約
７
５
↓
３
８
へ
）

●
ハ
ー
ド
の
生
産
拠
点
は
大
量

生
産
は
海
外
、
小
ロ
ッ
ト
・
高

付
加
価
値
生
産
を
国
内
。
な
ど

の
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
関
連
や
機
器
や
シ
ス

テ
ム
な
ど
の
保
守
・
関
連
業
務

な
ど
で
は
早
く
も
統
廃
合
の
異

動
が
打
診
。
例
え
ば
本
庄
地
区

や
富
岡
地
区
↓
埼
玉
鴻
巣
（
電

車
で
２
時
間
超
）
な
ど
遠
距
離

の
異
動
も
あ
り
、
中
期
計
画
へ

の
不
安
・
不
満
が
拡
大
し
て
ま

す
。

沖
ウ
イ
ン
テ
ッ
ク
が

Ｏ
Ｋ
Ｉ
の
完
全
子
会
社
に

Ｏ
Ｋ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
連
結
で
の

企
業
価
値
の
最
大
化
を
目
的
に

す
る
た
め
に
、
旧
沖
工
事
・
現

沖
ウ
イ
ン
テ
ッ
ク
（
１
９
６
０

年
設
立
・
資
本
金
２
０
億
円
、

８
４
９
人
、
Ｏ
Ｋ
Ｉ
持
株
比
率

５
３
・
１
％
）
が
、
株
式
交
換

後
、
１
０
年
６
月
１
日
に
完
全

子
会
社
に
な
る
と
発
表
さ
れ
た
。

通
信
機
器
の
販
売
、
シ
ス
テ

ム
構
築
、
保
守
、
運
営
ま
で
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
サ
ー
ビ
ス
全

般
に
わ
た
っ
て
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
の
提
供
が
目
的
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
共
通
部
門
に
働
く

従
業
員
の
雇
用
確
保
な
ど
、
労

使
で
、
し
っ
か
り
し
た
対
応
を

強
く
要
望
し
た
い
。

退
職
金
の
金
額
に
た
め
息

【
埼
玉
・
本
庄
】

電
機
連
合
が
「
退
職
金
水
準

が
低
位
に
あ
る
組
合
の
底
支
え

と
格
差
改
善
」
を
す
る
た
め
に

新
た
に
設
定
し
た
最
低
到
達
基

準
は５

５
歳
を
１
２
０
０
万
円

６
０
歳
で
１
５
０
０
万
円

と
い
う
も
の
。

職
場
で
は
「
計
算
し
て
み
る

と
５
５
歳･

６
０
歳
に
な
っ
て
も
、

こ
の
退
職
金
に
到
達
を
し
な
い

な
ぁ
」
と
た
め
息
。

退
職
金
制
度
が
ポ
イ
ン
ト
制

に
な
り
「
職
務
価
値｣

と｢

成
果｣

を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
反
映
さ
せ
た

と
い
う
が
、
中
小
組
合
の
退
職

金
に
も
届
か
な
い
退
職
金
で
は

底
上
げ
を
し
な
い
と
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
下
が
る
一
方
で
す
。

正
社
員
へ

組
合
方
針
に
期
待

【
契
約
社
員
】

Ｏ
Ｋ
Ｉ
ユ
ニ
オ
ン
（
沖
電
気

労
働
組
合
）
が
今
春
の
労
働
条

件
改
善
闘
争
で
非
正
規
社
員
の

労
働
条
件
の
向
上
と
、
契
約
社

員
（
直
接
雇
用
の
非
正
社
員
）

の
正
社
員
化
の
取
り
組
み
を
行

う
。
ま
た
一
時
金
に
つ
い
て
も

組
合
員
に
見
合
っ
て
支
給
す
る

な
ど
、
の
方
針
だ
と
聞
き
ま
し

た
。こ

れ
ま
で
、
正
社
員
と
同
じ

仕
事
を
し
て
い
て
も
賃
金
は
６

割
、
年
次
有
給
休
暇
も
少
な
い

う
え
に
取
り
に
く
い
な
ど
の
差

別
感
を
抱
い
て
働
い
て
い
ま
し

た
。
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に

ご
援
助
く
だ
さ
い
。

派
遣
社
員
は
対
象
外
？

【
群
馬
・
富
岡
】

机
の
上
に
置
い
て
あ
っ
た
組

合
の
配
布
資
料
を
見
た
派
遣
社

員
が
「
私
た
ち
は
対
象
外
な
ん

だ
な
」
と
一
言
。
な
ん
の
資
料

か
と
見
て
み
る
と
「
電
機
連
合

ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー
」
の
チ

ラ
シ
で
「
あ
な
た
の
悩
み
を
お

聴
き
し
ま
す
。
職
場
や
家
庭
を

め
ぐ
る
悩
み
の
相
談
窓
口
」
と

書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
活
用
に

つ
い
て
は
「
電
機
連
合
に
加
盟

し
て
い
る
組
合
の
組
合
員
と
そ

の
家
族
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

派
遣
社
員
は
こ
こ
を
見
て
い
ま

し
た
。
「
組
合
員
の
人
た
ち
よ

り
も
派
遣
社
員
の
方
が
、
不
安

や
悩
み
が
あ
る
の
と
違
う
か
な
。

同
じ
職
場
で
同
じ
仕
事
を
し
て

い
る
の
に
相
談
の
対
象
外
と
は

ネ
。
冷
た
い
！
」

一
年
前
、
派
遣
社
員
が
一
斉

に
職
場
を
放
り
出
さ
れ
た
事
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
多
く

の
派
遣
社
員
が
採
用
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
「
不
安
・
悩
み
」
は

何
も
解
決
し
て
い
ま
せ
ん
。

今
度
は
、
健
保
な
ど

処
遇
の
改
悪
提
案

【
Ｏ
Ｋ
Ｉ
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
】

ロ
ー
ム
社
に
売
却
さ
れ
た
半

導
体
の
職
場
は
相
次
ぐ
人
員
削

減
で
、
６
割
超
も
減
り
約
２
３

０
０
人
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
Ｏ
Ｋ
Ｉ
が
株
式
の
５

％
（
簿
価
・
約
４
４
・
５
億
円
）

を
保
有
し
て
、
健
康
保
険
や
企

業
年
金
は
Ｏ
Ｋ
Ｉ
に
属
し
て
い

ま
す
が
、
１
月
末
に
会
社
か
ら

１
０
月
１
日
で
の
脱
退
が
労
組

に
申
し
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
同

時
に
職
務
グ
レ
ー
ド
制
の
見
直

し
も
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
に
提
案
さ
れ
た
健
康

保
険
は
、
全
国
健
康
保
険
協
会

（
協
会
け
ん
ぽ
）
へ
加
入
で
す
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
と
比
較
し
て
保
険
料

（
介
護
含
む
）
が
約
２
％
ア
ッ

プ
の
う
え
各
種
付
加
給
付
や
保

険
事
業
が
縮
小
さ
れ
る
の
で
、

職
場
に
不
安
が
拡
が
っ
て
い
ま

す
。

■
読
者
の
み
な
さ
ん
、
ご
意
見

を
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

《
沖
電
気
を
考
え
る
》
第
３
０
回

従
業
員
数

０
９
年
３
月

単
体
比
率

１
８
％

海
外
比
率

３
５
％

ひとり親 家庭の 子どもの貧困率ダントツの日本
ＯＥＣＤ（経済協力開発機構）２７カ国 ０５年度 調査

全
世
帯
の
所
得
の
真
ん
中
の
所
得

を
得
て
い
る
世
帯
の
５
０
％
未
満

の
世
帯
に
属
す
る
１
７
歳
以
下
の

子
ど
も
の
割
合
を
示
す
日
本
の
子

ど
も
の
相
対
的
貧
困
率
は
１
４
・

３
％(

約
３
０
０
万
人)
。
一
人
親

世
帯
で
は
、
５
７
％
で
世
界
で
も

貧
富
の
格
差
が
大
き
な
国
で
あ
る
。

９
０
年
代
後
半
か
ら
、

人
員
削
減
、
分
社
化
（
売

却
を
含
む
）
、
海
外
移
転

政
策
を
強
化
し
た
沖
電
気

は
、
単
体
（
Ｏ
Ｋ
Ｉ
本
体
）

従
業
員
と
海
外
従
業
員
数

が
逆
転
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー

プ
内
労
組
員
の
割
合
は
５

０
％
以
下
と
な
り
、
労
働

組
合
は
、
影
響
力
を
弱
め

て
い
ま
す
。
（
左
表
は
有

価
証
券
報
告
書
か
ら
作
成
）

公
害
・
地
球
環
境
問
題
懇
談
の

団
長
と
し
て

国
連
・
温
暖
化

Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
５
に
参
加

世
界
の
貧
困
と
結
び
つ
い
た
地

球
の
温
暖
化
問
題
は
世
界
の
最
大

の
関
心
事
で
す
が
、
橋
本
さ
ん
の

高
尾
山
を
貫
通
す
る
圏
央
道
建
設

に
反
対
す
る
理
由
は
「
建
設
の
た

め
に
１
０
兆
円
も
の
膨
大
な
税
金

を
ム
ダ
使
い
、
人
間
が
造
り
直
す

こ
と
が
出
来
な
い
豊
か
な
高
尾
山

の
自
然
と
生
物
多
様
性
を
破
壊
す

る
こ
と
は
、
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
建

設
は
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
逆
行

し
て
い
ま
す
」
と
明
快
で
す
。

昨
年
末
に
は
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン

で
開
か
れ
た
地
球
温
暖
化
防
止
の

国
連
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
５
＝
国
連

気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
１
５
回

締
約
国
会
議
）
に
参
加
し
て
ア
ピ
ー

ル
。
各
国
３
２
０
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非

政
府
組
織
）
と
の
交
流
も
行
い
ま

し
た
。

日
本
の
削
減
目
標

２
５
％
の
具
体
化
を

橋
本
さ
ん
は
「
日
本
が
温
室

効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標
を
２
０

２
０
年
ま
で
に
１
９
９
０
年
比

で
２
５
％
と
公
約
し
た
の
は
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
環
境
教

育
な
ど
デ
ン
マ
ー
ク
な
ど
に
学

び
、
具
体
的
対
策
を
、
国
民
が

政
府
を
動
か
し
、
企
業
に
削
減

目
標
を
守
ら
せ
る
こ
と
が
重
要

で
す
」
と
、
地
球
の
未
来
の
た

め
、
こ
れ
か
ら
も
ス
ト
ッ
プ
温

暖
化
の
活
動
を
拡
げ
る
決
意
を

語
っ
て
い
ま
す
。

(

謙)

橋本良仁さん

地球環境を守ることは、

人と生き物のいのちを守ること

沖
電
気
Ｏ
Ｂ

八
王
子
で
Ｉ
Ｃ

開
発
１
８
年
従
事
。

１
９

４
５
年

北
海
道
生
ま
れ

高
尾
山
の
自
然
を

守
る
会
、
道
路
公

害
反
対
運
動
な
ど

環
境
の
守
り
手
と

し
て
全
国
規
模
で

活
躍
中
。


